
中央本部は本日、２０２５年度夏季手当の要求として「基準内賃金
×２．９カ月分」を申し入れました。申し入れに際して村上委員長は
「2５春闘ではベアが実施されたが、物価上昇には追い付かず、組合
員の生活は厳しくなる一方である。組合員が職場で安全・安定輸送を
担っていくためには、健康で充実した生活があってこそ、能力を発揮
できる。２０２４年度決算は１月期計画から大幅に改善をはかった。
これは組合員の職場での苦労の結果である。生活必需品の値上げが続
いており、期末手当は生活給の要素が強く、組合員の生活を充実させ
るため、必要不可欠である。約１ヵ月真摯な交渉を行なっていく」と
述べ、要求書を提出しました。

≪準備ゾーン≫ 第１回交渉（申し入れ・収入動向）～第２回交渉（要求の根拠）

☆執行委員会や常任委員会での意思統一
☆職場集会や座談会を通じた組合員への周知

次回、第２回交渉は５月２１日（水）です。

ＪＲ貨物労組

日本貨物鉄道労働組合 中央本部組織部
組織部速報 ２０２５年５月１５日
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基準内賃金×

回答指定日：６月１２日（木曜日）とする。
支払指定日：７月 ７日（月曜日）とする。

http://www.jrfu.net/

２０２５年度夏季手当
申し入れを行なう！
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